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ＪＲ連合は、４月 21日、連合「出

前対話活動」に参画し、連合本部か
ら芳野友子会長、久保啓子総合総
務財政局総合局長、古賀友晴労働
法制局局長、越智陽介ジェンダー
平等・多様性推進局部長の訪問を
受け、意見交換を行った。  
会の冒頭、上村良成会長は「２０２６春季生活闘争の中間総括」

について触れ、一定の成果を得た一方、運賃・料金制度が急激な物
価高騰に柔軟に対応できる制度となっておらず、グループ労組で働
く仲間の労働条件向上のためにも、改善が必要と訴えた。また、連
合とＪＲ連合の関わりについて、連合は予算、税制、法改正に深く
関わっており、特に、整備新幹線の貸付料が議論されている財政審
や、社員親睦会等の疑似労働組合化を推し進めるような主張が使用
者側からされている労政審において、引き続きの連携を要請した。  

芳野会長は、挨拶の中で２０２６春季生活闘
争の動向について触れるとともに、激変する中
東情勢を受けて赤沢大臣への緊急要請を近日中
に行う予定であることや、衆議院選挙結果の取
りまとめを行っていることなどを報告した。  
その後、今井事務局長から、ＪＲ連合が直面

する各種課題として、「安全の確立」「組織拡大・強化」「労働基準
関係法制の見直し」「財政審等をめぐる諸課題」「個別課題（運
賃・料金、通学定期、通勤手当）」「ジェンダー平等」などについ
て、取り組みの説明を行った。質疑応答では、出席者から多くの
質問が出され、連合本部との間で活発な意見交換が行われた。  
芳野会長からは、財政審等の連携は連合としても重要だとの認識

を示したうえで、「組合活動は前例踏襲になりがちなので、何か違
ったものを毎回戦略的に取り入れ
ることが必要」「組合活動を理解し
てもらうには、日常的な課題の解決
などの積み重ねが重要」など、ご経
験等に基づくアドバイスを頂いた。  
ＪＲ連合は、引き続き連合・交運

労協とともに、各種課題の解決に向
け全力で取り組む。 

連合 芳野会長 


